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梗概　今年度の研究は，前年に引き続いて明治時代後半
からの日本体操（器械体操を中心とした）の発展状況に
ついて資料収集を行なった。
　明治時代の後期には，わが国のラジオ体操や徒手体操
の原型をなすスウ．エーデン体操が輸入されジそれまでの
いわゆる普通体操にとって変わることに特長が見出ださ
れる。
　その頃のスウェーデン体操そのものは，単に徒手体操
のみではなく，跳馬や横木や肋木など各種の器械を多用
する運動が盛んに行なわれるように作られている。
　従って，器械体操もこの体操の影響を多大に蒙ったの
であるが，概して受けた影響というのは姿勢であった。
スウェーデン体操はリングの考案になるが，当時のスウ
ェーデンには猫背で姿勢が悪く健康を害している人々が
多く，これを矯正すべくリングは胸を張り，背骨を真っ
すぐにする運動を取り入れたのであった。これはこれ
で，当時の北欧で大きな成果を挙げたことから高い評価
を受けたものであった。
　ところが，昭和初期を頂点として巻き起ったスウェー
デン体操批判の主な主張は，この最も基本となる姿勢が
あまりにも胸を張りすぎる点に向けられているのであ
る。即ち，胸張りを強調し過ぎて硬直した姿勢は，人間
が本来持つ複雑な運動に対する柔軟な対応に欠け，むし
ろ不器用さを生み出しているという批判である。
　このような批判は，ドイツをはじめとするヨーロッパ
に起った議論を起点として，わが国の体操研究者や海外
留学者などの間でも涌き起こり，新しい運動の紹介がな
されるようになった。そのひとつとして最大のデモンス
トレーションはニールス・ブックの招膀であろう。
　このニールス・ブックの体操は，弾みを強調した非粧
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に弾力的な体操であった。しかしこれはこれでまた，筋
肉の酷使という理由で児童の運動には向かないとの批判
がなされたものである。ただし，ニールス・ブックの体
操は，彼の主張する通り北欧の農村青年向けに考案され
たものであったので，この批判はあたらない。とはい
え，この体操が学校体操に影響を与えなかった訳でもな
いo
　結局，前述のスウェーデン体操とニールス・ブックの
デンマーク体操とは混合してわが国の徒手体操に大きな
影響を与えたと言われている。
　ところで，競技としての器械体操の方はどうかといえ
ぽ，明治の後期から競技され始めたが，昭和初期まで競
技形式が原始的で，運動の技術の質的な争いというより
は，技を使った量的な争い（鉄棒弾道幅跳びだの，倒立
距離競争などといった競技のしかた）であったり，技の
持ち駒の争いといったものであった。しかし，やがてロ
スアンゼルス・オリソピック大会に参加することにな
り，競技形式も整い始めて採点方法に変化をきたすこと
になった。この新旧採点法の交替過程において若干の軋
礫が発生するが，オリンピック大会を期に当時の国際ル
ールが浸透していったと考えてよかろう。
　これちについては，明治大学教養論集に発表する予定
である。
